
単元で付けたい力、本時付けたい力が明確に
なっています。児童が何について考え、何がで
きたら○なのかがはっきりしています。

授業のポイント

1

①付けたい力を明確にした指導

②自分の考えをもち、考えを深める

一人一人が考えをもち、仲間と交流する中で、
新たな気付きがありました。自分の考えと比べ
ながら聞き、自らの考えを再構築していく対話
的な学びです。



「アップ」と「ルーズ」の対比もあ
れば、それぞれの中に「分かるこ
と」「分からないこと」の対比があ
ることを分かりやすく示しています。

参考資料（板書、教具等）

2

板書

ICTの活用

過去の板書をタブレットに残して
おくことは、児童生徒が考える際
の大切な手掛かりになります。


